
一 般

財 団 法 人

下記車両について公認申請をいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

（フレーム打刻： ） （エンジン打刻： ）

　③フレーム打刻開始番号　

※(

・

・

《添付書類》 １）

２）

３）

４）

２）

３）

日７． 発売（予定）日 年 月

日本モーターサイクルスポーツ協会 御中

：

　（①～③は初回またはベースとなる車両について記入）

　①車　名：

※スポーツ専用市販車とはレース専用に使用される車両をいう。

※派生・追加申請は、下記5の項目を必ず記入。
※初回またはベース申請モデルの公認申請書・諸元表・写真を添付
する事。（コピー可）

※○・□印：該当項目を選択

記

会　社　名 ：

追加 ・ 派生
申 請 理 由

フレーム打刻型式: 

様式-18①D
2023・５

トライアル車両 公 認 申 請 書

年 月 日

(電話番号）

申 請 者 名

３． グ ル ー プ
（種　目）

４． 申　請　分　類

１．
車　　　　名
（通称名）

２． 型　　　　式
エンジン打刻型式:

新型・正常進化の有効期限は、公認発効年を含む10年間とし、10年目の１２月末日で失効する。

　②型　式

５．

キャブレ－ター断面図またはスロットルボディ断面図　（ベンチュリ―径・口径サイズを記入すること。）

６． 国内出荷予定台数 台 台）
※ｽﾎﾟｰﾂ専用市販車で国内出荷予定台数が規定に満た
ない場合、（　）内に海外を含む総出荷予定台数を併記す
る。 出荷予定台数は、発売日を基準とした２年間とする。

諸元表

写　真

価　　　　格 \

カタログ以外
各１部

カタログ　2部 カタログがご用意出来ない場合は製品の概要（諸元）が分かるもの、HP掲載の資料（コピー）で代用可。

※輸入車両は、輸入証明書（通関証明書可）にフレーム打刻ナンバーを付して申請すること。

派生・追加の有効期限は、ベース車両の有効期限と同一日とする。

受　付　月　日 委 員 長 確 認 発　効　月　日 有　効　期　限 公　認　番　号

《備　　　考》 車両公認申請基準

１） 申請者は生産会社および輸入会社代表者、または担当責任者とする。

公認申請書は定例技術委員会開催月の２０日（必着）までにMFJ事務局へ送付されていなくてはならない。

８．
フレーム打刻

開始番号

９．

社印

印

発売 発売予定

税込 税別

一般市販車 スポ－ツ専用市販車

新型 正常進化 追加※派生※



（トライアル車両）

・ トライアル

/

※３ インジェクター総数は、1台あたりの数を記入。

様式-18②T
2023・５

諸　　元　　表　

年 月一般財団法人　日本モーターサイクルスポーツ協会 御中

フレーム打刻開始番号 フレーム打刻型式

公認発効日 ＭＦＪ公認番号

日

車名（通称名）

グループ

減速比

全幅 mm クラッチ型式

１．寸法・重量 ４．駆動系

全長 mm 一次減速 機構

４速

ホイールﾍﾞｰｽ mm ２速

全高 mm

変速比

１速

最低地上高 mm ３速

２．エンジン ５．サスペンション

打刻型式 方式 前

５速

６速

Ｋｇ 二次減速 機構 減速比車両重量

弁型式 方式 前 後

後

サイクル
フォークパイプ

外径
シリンダーの

配列と数
タンク（リア） ／

冷却方式 ６．ブレーキ

パッド（ライニ
ング）枚数 前 後

燃焼室形状 直径 前 後

総排気量 ｃｃ 小数点以下切り捨て

８．タイヤ

メーカー 前 後

７．リムボアストローク mm × mm

幅 前 後

最大ﾄﾙｸ ※1 N･m rpm

最高出力 ※1 KW ／ rpm

／

９．フレーム

３．燃料タンク

始動方式

後

点火方式

燃料
供給
方式

型式

スロットルバ
ルブ数 ※２

インジェクター

総数※３

メーカー名 インジェクター型番号

※１スポーツ専用市販車に限り、最高出力・最大トルクの記入は必
要ありません。

サイズ 前 後

型式 前

１０．音量（スポーツ専用車のみ）

方式 材質

燃料ポンプ
方式

２ｍＭＡＸ方式 dB/A

容量 ℓ

材質
※２ メインスロットルバルブ（補助バルブ除く）またはキャブレターの
個数を記入。

一般市販車 スポーツ専用市販車

カタログ値 半乾燥

一体式 別体式



車名
(通称名)

写　真　貼　付

型式

（右側）

写　真　貼　付

（左側）

様式-18②C

添　付　書　類

年 月 日

2023・５
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